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傍 聴 さ れ る 方 へ の お 願 い（遵守事項・注意事項） 

 

１ 次に掲げる事項に該当する方は、会場への入場をお断りします。 

（1）危害を加えるおそれのある物を携帯している方（例：刃物） 

（2）気勢を示すおそれのある物を携帯している方（例：ビラ、旗、プラカード） 

（3）威圧を与えるおそれのある物を携帯している方（例：鉢巻、腕章、ヘルメット） 

（4）騒音を出すおそれのある物を携帯している方（例：笛、ラッパ、太鼓、拡声器） 

（5）酒気を帯びていると認められる方 

（６）その他議事を妨げ、または他人に迷惑を及ぼすなど会議の秩序を乱すおそれがあ

ると認められる方 

２ 傍聴する方は、次に掲げる事項を守ってください。 

（１）静粛に傍聴してください。 

（２）拍手その他の方法により、賛否を表明するような行為をしないでください。 

（３）談話をする、歌を歌う、大声で笑う、その他騒ぎ立てるようなことをしないでください。 

（４）写真・ビデオ等の撮影や録音をしないでください。ただし、事前に委員長の許可を得

たときは、この限りではありません。 

（５）飲食または喫煙をしないでください。ただし、水やお茶などペットボトルについては、こ

の限りではありません。 

（６）みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしないでください。 

（７）携帯電話その他音を発する情報通信機器等の電源を切ってください。 

（８）その他会議の秩序を乱し、または議事の妨げになるような行為をしないでください。 

３ 委員長は、傍聴する方が上記に定める事項に違反するときは、正常な会議の進行を確

保するためこれを制止し、その命令に従わないときは、退場を命じます。 

４ その他 

（１）報道関係者が報道目的で、撮影や録音を行い又は取材を行う場合があります。 

（２）インターネット中継を行うための撮影、録音を行っています。その他、中継を補助する

ための撮影、録音を行っています。 
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事業評価の概要について 

 

１ 目的 

限られた人材や財源を有効に活用し、市政のスリム化（事業等の廃止、縮小の可能性）

や効率化などの検証を行い、行政サービスの改革を着実に進めるため、事業評価を実施

します。 

 

２ 対象事業等の選定 

（１）施設 

  管理運営手法や施設のあり方について検討する必要があると考えられる複数の施

設を提案し、平塚市行政改革推進委員会で対象施設を選定しました。 

（２）事業 

ア 形式的抽出 

 （ア）行政評価システムによる評価を行った平成２６年度事業であること 

 （イ）平成２６年度、平成２７年度共に予算が１００万円以上の事業であること 

 （ウ）過去３年以内に実施した事業を単位とした評価作業の対象事業ではないこと。 

※平成２４年度事業仕分け、平成２５年度庁内評価、平成２６年度事業評価の

対象事業を除外。 

 （エ）「マニフェスト」「約束」関連事業（重点事業）には該当しないこと 

 （オ）平成２６年度予算において１００％国県支出金の事業でないこと 

 （カ）義務的事業ではないこと 

 （キ）行政内部の管理的事業ではないこと 

 （ク）施設維持管理事業ではないこと 

 （ケ）提案型協働事業ではないこと 

イ 平塚市行政改革推進委員会による選定 

   ア の抽出をもとに、平塚市行政改革推進委員会において対象事業を選定しまし

た。 

 

３ 作業体制 

平塚市行政改革推進委員会委員６名（学識経験者２名、市内の公共的団体の代表者

３名、その他市長が適当と認める者（公募市民）１名）で実施します。 
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４ 作業の流れ 

 施設（１１０分） 事業（７０分） 

事務局説明・概要説明 ２０分 １５分 

質疑応答・議論 ７０分 ４０分 

判定・まとめ ２０分 １５分 

 

５ 判定等 

  施設は、「施設の総量・配置」「施設の管理運営手法」の視点から評価を行います。

（５ページ「施設評価シート」参照） 

  事業は、「現行どおり」「事業内容の見直し」「国・県」「廃止」の４つの区分で評価

します。（６ページ「事業評価シート」参照） 

 

６ 採決手順 

（１）議長を含め委員全員が評価のいずれかを選択し挙手します。 

  ア いずれかの評価に過半数の委員が挙手している場合、その評価で確定とします。 

イ （委員数が偶数の場合のみ）委員が２つの評価に半数ずつ分かれて挙手した場

合、議長が挙手した方の結果とします。 

ウ 上の要件を満たさない場合で３つ以上の評価に委員の挙手が分かれた場合、

（２）に進みます。 

（２）各委員が当該評価を選択した理由を発言した上で、再度の採決を行い、議長を含

め、委員全員がいずれかの評価に挙手します。 

ア いずれかの評価に過半数の委員が挙手している場合、その評価で確定とします。 

イ （委員数が偶数の場合のみ）委員が２つの評価に半数ずつ分かれて挙手した場

合、議長が挙手した方の結果とします。 

ウ 上の要件を満たさない場合で３つ以上の評価に委員の挙手が分かれた場合、最

も多くの委員が挙手した評価を結論とします。複数の評価が同数である場合には、

その中から議長が決します。 
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事業評価実施スケジュール 

 

８月２３日（日） 

時間 区分 内容（所管課名） 

９：４０ 

 ～９：５０ 
 開会 

９：５０ 

～１１：４０ 
施 設 

勤労会館（産業振興課） 

青少年会館（青少年課） 

教育会館（教育研究所） 

１２：４０ 

～１３：５０ 
事業１ 自治会館等整備助成事業（協働推進課） 

１３：５５ 

～１５：０５ 
事業２ 資源再生物収集運搬事業（環境施設課） 

１５：１５ 

～１６：２５ 
事業３ 教職員福利厚生事業（教育総務課） 

１６：２５ 

 ～１６：３０ 
 閉会 

※時間は予定であり、前後する場合があります。 

※「勤労会館」「青少年会館」「教育会館」は一体で議論を行います。 
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委員名

視点 視点

□ 廃止 □ 当該機能を有する施設は全て廃止する。

□ 見直しが必要 □ 見直しが必要

□ 総量減少 □ 当該機能を有する施設の数を減らす。 □ 管理運営手法の見直し □ 指定管理者制度を導入する。

□ 当該機能を有する施設の規模を小さくする。 □ 一部業務に民間委託を導入する。

□ 他の機能を有する施設と統廃合する。 □ 市民・地域による自主管理とする。

□ その他 □ その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 総量増加 □ 当該機能を有する施設の数を増やす。 □ 受益者負担の適正化 □ 使用料を新設する。

□ 当該機能を有する施設の規模を大きくする。 □ 使用料を増額する。

□ その他 □ 使用料を減額する。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他

□ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 利用条件の見直し □ 利用対象者を縮小する。

□ 利用対象者を拡大する。

□ その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 開館日・時間の見直し □ 開館日・時間を縮小する。

□ 開館日・時間を拡大する。

□ その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ その他

□ 現状維持 □ 当該機能を有する施設の数、規模は現行どおりとする。 □ 現状維持 □ 現在の維持管理手法を継続する。

コメント

施設評価シート
施設名

１．施設の総量・配置 ２．施設の管理運営手法

評価区分 評価区分
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評価結果

（再度、方法・目的の検証を行う。）

□廃止

④目的そのものが妥当ではない。市の関与が妥当ではない。
　□市民ニーズと合致していない
　□手段が目的化している
　□自助努力・民間で実施するべき
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤目的・方法に比して、成果が見込めない。
　□費用対効果がよくない。
　□目的に見合った効果が見込めない。
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

具体的見直し内容

□見直し
（その他）

□国・県 ③平塚市は関与せず、国・県のみで実施するべき又は国・県に委ねるべき

□事業内容
の

見直し

②平塚市が今後も関与するべきだが方
法を見直すべき

□見直し
（受益者負担）

□受益者負担の新設
□受益者負担の増額
□受益者負担の減額

□見直し
（対象）

□対象者の縮小
□対象者の拡大

□見直し
（担い手）

□アウトソーシングするべき
□広域連携、国・県と連携するべき

事業内容
視点

□現行どおり ①現在の事業手法により、今後も推進するべき

事業評価シート

事業名 委員名

目的の吟味 

現
在
の
事
業

 

方法の検証 成果・実績／課題の確認 

1 

3 

2 

4 

方法を見直すべき 

目的が妥当ではない 

成果があがっていない 

成果があがっている 方法が適切である 目的が妥当である 

5 
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○施設の概要

敷地
概要

○維持管理状況

敷地面積 ㎡ 借地 □なし　□あり（面積：　　㎡、借地料：　　千円/年）

所有区分
□市所有
□借用（賃借料：千円/年）

利用条件

□あり　　□なし

応募業者数

□入札
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□随意契約（見積合わせ）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□随意契約（１者）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建
物
概
要

整備状況
（併設施設）

□直営
(一部業務委託)

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□直営

構造

導入年度

各部屋
と面積

施設説明シート（概要説明書）

施設名

担当
部・局、課、担当名

設置の背景

この施設を設置するに至った経緯、現在施設を存続している経緯、背景等を記載していま
す。

開館日・時間
平成26年度
開館日数

配
置

人
員

□指定管理者

維持管理手法

料金体系

使用料

人数

主な委託業務
と

業者選定手法

その他

延べ床面積 ㎡

□単独館　□複合館（　　　　　）
耐震化状況
（耐震要否）

□新耐震基準　□旧耐震基準（　　　　）

設置目的

この施設の実施により目指すべき（あるべき）市民生活やまちの状況を記載しています。

所在地

設置年度

設置根拠
この施設の設置根拠となる法令等又は上位施策を記入しています。
（ある場合のみ記載しています。）

事業評価の対象となる施設の名称

施設を所管する部、課、担当の名称

人 人 人 人 人

正規職員 再任用 合計
嘱託員
臨時職員

施設説明シートの記載内容について

・「施設説明シート」は、事業をよりわかりやすく説明するために項目の加除等を行っている場合があります。

 施設の規模、開館日、利用条件等この施設の基本情報を記載しています。 
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○施設利用状況

○参考資料

　同一の目的で設置している本市の施設があれば記載しています。相互に連携している場合にはその内容、役割分
担等を記載しています。

比較参考値（他自治体での類似施設の配置状況など）

　近隣他市町等での類似施設の状況などを記載しています。

平塚市の類似・関連施設（同一目的施設等）

利用者内訳
（平成26年度の時間帯及
び部屋ごとの内訳等）

支出内訳
（平成26年度）

①人件費：　千円
②需用費：　千円
（燃料費：　千円、光熱水費：　千円、施設修繕料：　千円、その他：　千円）
③委託料：　千円
④使用料及び賃借料：　千円
⑤工事請負費：　千円
⑥その他：　千円

総利用者数
平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成24年度
決算額

平成25年度
決算額

差し引き（A－B） 0000
総支出（B）

収入内訳
（平成26年度）

①使用料：　千円
②国県補助金：　千円
③その他：　千円

総収入（A）

平成27年度
予算額

維持管理経費（千円）
平成26年度
決算見込額

 この施設の利用状況を記載しています。 

 この施設を維持管理するために必要な資源等を記載しています。 
 平成２４・２５年度は決算額、平成２６年度は決算見込額、平成２７年度は当初
予算額を記載しています。 
 総収入は、施設に係る収入を記載しています。 
 総支出は、この施設の維持管理に要している予算と人件費を記載しています。人
件費は、職員１人の労働力を「１」とし、事業担当課の職員について、担当する各
事業に従事する割合に従い、労働力を配分し算出した従事職員数に年度ごとの平均
給与を乗じた人件費を記載しています。 
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○事業の位置付け

○事業の概要、年度別事業内容、事業費 （単位：千円）

事業説明シートの記載内容について

・「事業説明シート」は、事業をよりわかりやすく説明するために項目の加除等を行っている場合があります。

この事業が総合計画のいずれの施策を目指しているか記
載しています。

この事業の実施がどのようにして上位施策（総合計画の施策）の達成につながっているの
かを説明しています。

上位施策（総合計
画の施策）への貢

献

□業務委託又は指定管理
（委託業務名と委託先）

□補助金〔直接・間接〕
（補助金名と補助先）

□直接実施

実施方法

0

事務事業名

財
源
内
訳

国庫支出金

事業評価の対象となる予算事業の名称
（平成26年度の事業名で記載しています。）

事業期間（不明の場
合は空欄です。）

事業担当
部・局、課、担当名

事業を所管する部、課、担当の名称

0

総合計画の
位置付け

事業の概要 この事業で実施している大まかな内容を記載しています。

根拠法令

その他　特財

この事業の根拠となる法令等又は上位施策を記入しています。
（ある場合のみ記載しています。）

0

事業説明シート（概要説明書）

事業期間

予算科目

対象・受益者
この事業が対象とす
る人、団体等を記載
しています。

一般財源

対象者数（全住民に対する割合）
人（　　％）

□貸付
（貸付先）

起債

事業詳細 この事業に係る具体的な事業内容を記載しています。

事業開始・継続
の背景

この事業を実施するに至った経緯、現在事業を継続している経緯、背景等を記載しています。

目的・目標

事業費内訳
（平成26年度）

平成24年度
決算額

平成25年度
決算額

平成26年度
決算見込額

平成27年度
予算額

事業費（A)

この事業の実施により目指すべき（あるべき）市民生活やまちの状況を記載しています。

□その他

県支出金

 この事業を行うために必要な予算額を記載しています。 
 「事業費」は、この事業に要している予算を記載しています。平成２４・２５年
度は決算額、平成２６年度は決算見込額を記載しています。平成２６年度は、決算
額確定前であり、財源内訳は未確定のため、記載していません。平成２７年度は当
初予算額を記載しています。 
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○事業の実績
単位

目標
実績

単位

目標
実績

単位

目標
実績

単位

目標
実績

○事業分析
総合
評価

○高
○低

○高
○低

○高
○中
○低

○高
○中
○低

平成24年度 平成27年度

説明・算定式

平成25年度

平成26年度 平成27年度

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

上記以外の成果 　数値ではあらわせないこの事業の成果を記載しています。

平成27年度平成24年度 平成25年度 平成26年度
活動指標①

説明・算定式

指標名

活動指標②

指標名

説明・算定式

成果指標①

指標名

説明・算定式

平成24年度 平成25年度

成果指標②

指標名

平成26年度

　平成２６年度のこの事業の具体的な取組内容や実績・効果を記載しています。

左記の視点に関する分析・課題の抽出

　前記の事業分析を踏まえ、冒頭の「目的・目標」を達成するための今後の事業展開に向けた課題を分析していま
す。

平成26年度の主な取組と成果

分析の視点

□事業の目的、対象、内容
□受益者負担、補助額
□業務の執行体制（人員配置、業務分担）
□その他

□上位施策への貢献
□市民満足度を高める方策
□継続による成果向上の可能性
□その他

□市民ニーズ
□事業目的の達成状況
□市の関与の必要性
□その他

□業務プロセス改善による効率化の方策
□コスト削減の可能性
□事業手法（民活の余地、事業形態の検討）
□その他

今後に向けた課題の分析、課題に対する考え方

必要性

項目

効率性

妥当性

有効性
事
業
分
析

 事業の目的を達成するために行った活動、各項目の目標、実績を記載しています。 
 昨年度の事業評価での指摘を受け、指標管理を行うこととしたため、平成２６年
度以前については、把握している場合のみ記載しています。 
 （当該指標について目標値を設定していなかった年度及び実績を把握していな
かった年度は、空欄又は「－」となっています。） 

 事業の目的目標をどの程度達成したのか。事業による効果等を数値で表したもの
を記載しています。 

 昨年度の事業評価での指摘を受け、指標管理を行うこととしたため、平成２６

年度以前については、把握している場合のみ記載しています。 
 （当該指標について目標値を設定していなかった年度及び実績を把握していな
かった年度は、空欄又は「－」となっています。） 

 所管課による事業の分析内容です。 
 「必要性」「有効性」「妥当性」「効率性」
の４つの項目で分析を行っており、各項目につ
いて、事業をどの視点から分析しているかや各
項目について、どの視点から見たときに課題や
見直し点があるかを記載しています。 
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○次年度以降の取組

○参考資料

平塚市の類似・関連事業（同一目的事業等）

比較参考値（他自治体での類似事業の例など）

　同一の目的で行っている本市の事業があれば記載しています。相互に連携している場合にはその内容、役割分担
等を記載しています。

　近隣他市町等での類似事業の実施状況などを記載しています。

　事業の改善策（コストに関する見直し、市民サービスの向上等）を踏まえ、平成２８年度に向けた所管課の取組
方針を記載しています。

平成28年度の取組方針
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